
こんな状況の中でも　みんぷく
は・・・ 

一歩一報の編集会議（2014年）	

被災者・避難者向け情報紙	
「一歩一報」17,000部を毎月発行	

熊本大学 石原明子先生：紛争解決学入門（2013年11月22日）	

企業のCSRコーディネート	

㈱デサント 健康教室	
（2013年より双葉郡・5町で実施））	

富岡町、仮設住宅のお祭り	
（2014年8月9日）	

大学機関との連携による学び	

被災者、避難者が気軽にお立寄りできる	
スポット「まざり～な」の展開	

イベントの側面支援	

福島県社協より社会福祉功労賞（2013年）	

被災者・避難者に寄り添う支援・実績とその学び 
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各財団の助成を受けて、広範囲な事業展開	
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コミュニティ作り
の課題を学ぶ	



長期的支援は地元のチカラで！ 

４つの課題「心の問題」　「自立の問題」　「社会的な問題」　「地域再生の問題」	
　を設定し、業務に当たる。	

エンパワーメントを重視したサポート	

　団地入居者と周辺地域を結ぶ	復興住宅の課題は常に高齢者問題を含む	
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　震災の　　　　　　　　　　　 　が影を落としている	
記憶	
喪失感	

将来の不安	

・長期的、継続的な支援には→地域の環境、	
　被災地の現状把握が重要。	

・盲目的な奉仕者にならない	

・ニーズ把握から始める	

住民らの内在する	
チカラ（知識や経験）	
とやる気を引き出す活動	

・自治会長のサポート	

・孤立の回避	

・楽しみ、健康維持	

良きパートナーと	

　　　信頼関係を構築。	

・社会福祉協議会	
・地域包括支援センター	
・民生児童委員	
・NPO　等	

・地域の伝統、文化の理解から始める。	

・復興公営住宅を受け入れる地区だからこそ可能な	
　新しい行事、交流会の可能性を探る。	
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継続的な支援と	
多様なサポート体制	

長期避難による精神的なストレスの緩和	

一方的な支援になりがちであった	

避難先コミュニティでの急速な高齢化	 画一的な支援には限界がある	
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みんぷく 

仮設自治会	
（広野町） 富岡さくら会 富岡すみれ会 

なみえ絆	
いわき会 

いわき・まごころ	
双葉会 

いわき市 浪江町 双葉町 

大熊町 富岡町 楢葉町 

広野町 葛尾村 川内村 

みんなが復興の主役！ 【全国組織】	

JPF、トヨタ財
団 	
等 
【全県組織】	

ふくしま連携復興センタ
ー	

（れんぷく）	

支援団体・ミニファンド
運営	

福島県 

福島県社協 双葉８町村社協連携 

委託事業 

（意見交換	
政策提言 等） 

連携 

助成 

（情報交換・アドバイス ） 

（情報交換	
事業連携 等） 

運営資金 

いわきNPOネットワーク連絡会	
任意団体取りまとめ	

その他NPO、いわき市社協	
54団体参加	

（設立：2012年6月17日） 
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いわき市社協 

みんぷく支援大学 

熊本大　 大阪大 立教大 兵庫県立大 成城大 

福島大 いわき明星大 東日本国際大 東洋大 

NPO 
行政 

社会福祉協議会 

自治会・広域自治会 

大学・シンクタンク 

連携	
（運営サポート等） 

連携	
（情報交換	

事業連携 等） 

（情報交換 等） 

　　「新しい東北」官民連携推進協議会　会員　2015.10～　　　・小名浜会議主催2015.２～	

　福島県「復興に向けた多様な主体との協働推進戦略会議」メンバー	

　福島県「平成24年度総合計画・地域づくり評価委員」メンバー　	

　いわき市「復興ボランティアセンター連絡会」　メンバー	

　福島県・いわき市・双葉郡合同「社会福祉協議会連絡会」メンバー	

みんぷく	
参画会合	
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様々な課題	
に挑戦！	

活度助成金 


